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１ はじめに 

本稿の主要なテーマの一つである自給飼料生産について、作付面積と生産量

を全国的な視点で見ると、作付面積は 2016 年の 98.8 万 ha をピークにその後漸

減傾向が続き 2020 年には 95.6 万 ha となった。牧草等の収穫量（飼料用米を含
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む）は 2017 年の 3，649 千 TDN トンから 2020 年の 3，612 千 TDN トンで近年横

ばいで推移の傾向を示している（農林水産省畜産局飼料課 飼料をめぐる情勢

2021.9）。また、もう一つの主要テーマである肉用繁殖雌牛飼養による子牛生産

について、飼養戸数は 2016 年の 44.3 千戸から 2020 年の 38.6 千戸へ４年間に

5.7 千戸の減少であったが、飼養頭数は、2016 年の 589 千頭から 2020 年の 622

千頭へ４年間で 33 千頭増加した。この４年間に肉用繁殖雌牛は多頭経営が進み、

１戸当たり飼養頭数は 13.3 頭から 16.1 頭の 2.8 頭の増加であった。自給飼料

が減少傾向の中で牧乾草の輸入は、2016 年の 1，866 千トンから 2020 年の 2,026

千トンへ 160 千トン増加した（農林水産省畜産局 畜産・酪農をめぐる情勢 

2021．9）。自給飼料生産については、コントラクターによる作業委託やＴＭＲ

センターによる混合飼料供給体制の推進などが取り組まれ、それらの効果が期

待されるところである。農場においても茨城県内のコントラクターによって生

産・調製されたイネ WCS を購入することによって不足する粗飼料の一部をカ

バーするようにしている。 

 2020 年は新型コロナウイルス感染により同年４月にわが国で初めて緊急事

態宣言が発令され、各方面で自粛が求められる事態とたった。そのことから当

農場が子牛を出荷している家畜市場においても取引価格が大きな影響を受ける

こととなった。詳細は本稿内で触れるが、家畜市場における取引価格が底値を

示した 2020 年４月及び５月は、農場からの出荷頭数が２か月で 17 頭（2020 年

度の１年間に出荷した頭数の 35％に当たる）の取引価格にも影響があったこと

から、その後に取引価格が回復傾向であったにも関わらず年度の取引総額は大

きく引き下げられる結果となった。 

 

 なお、実験農場スタッフの氏名と職名は以下の通りである。 

 吉沢 哲（副農場長）、宮下好広（嘱託）、黒澤路子（主事補）、井出豊松（非

常勤嘱託） 
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２ 実験農場の成績 

 2020 年度の実験農場における黒毛和種の繁殖雌牛及び子牛の生産と販売、自

給飼料の生産・利用に関する成績等を項目ごとに整理した。 

 

１）繁殖雌牛の飼養実績 

(1) 繁殖雌牛の飼養頭数 

2020 年度における繁殖雌牛の飼養頭数については 2020 年４月～2021 年３月

の 12 か月について、月毎に月初と月末の飼養頭数の平均値をその月の飼養頭数

とし、12 か月の平均値をその年度の平均飼養頭数とした。その結果、当該年度

の平均飼養頭数は 47.7 頭であった。その内訳として、過去にもと牛を市場から

購入して繁殖用に飼養した導入牛は 14.6 頭であり、自家産の雌子牛の中から家

畜市場には出荷せずに農場に保留して繁殖雌牛として育成した自家産牛は

33.1 頭であった。年度内に繁殖用もと牛の導入はなく、自家産牛では一定の月

齢（14 か月齢）に達した段階で繁殖用雌子牛にカウントされるが 2020 年度に

は該当した育成牛はいなかった。一方、年度内に淘汰した繁殖雌牛は６頭であ

り、淘汰した月は 12 月が４頭、２月と３月が各１頭であった。淘汰牛の産次は、

８産次、11 産次、15 産牛が各２頭であり、半分（３頭）は孕みでの出荷であっ

た（表１）。 

          表１ 繁殖雌牛群の構成        （頭） 

区 分 期 初 期 末 年平均 新 規 淘汰等

導入牛 15 12 14.6 0 3 

自家産牛 34 31 33.1 0 3 

全 体 49 43 47.7 0 6 

 

 (2) 繁殖雌牛の産次数 

 産次数は繁殖雌牛が初めて出産した場合を初産次、その後は出産を重ねるご

とに２産次、３産次というように数字が増える。各繁殖雌牛の年度当初の産次
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は、その年度に分娩した場合、産次は１が加わる。実際に生産された子牛にとっ

て母牛の産次数は重要な情報であることから、農場が出荷している全農茨城県

本部家畜市場が開場前に発行している「子牛市場せり名簿」には産次が記入さ

れている。年度末における牛群の産次がどの様な分布であるかは次年度に生産

される子牛は母牛が何産次の子牛であるか予想できる。そのことから、繁殖雌

牛を淘汰するか、あるいはもと牛を導入するか、自家産の雌牛を保留するかを

考慮する上での判断材料を提供する重要な情報となる。 

 当該年度の産次については、期初の平均産次数は 6.6 産、分娩時は 7.4 産、

期末は 7.3 産であった。牛群の期初の産次数分布をみると７産次が最も多く 14

頭（29％）、次いで９産次の６頭（12％）、４産次の５頭（10％）と続いた（表

２、図１）。 

表２ 期首、分娩時及び期末の平均産次数 

項  目 期  首 分娩時 期  末

導入牛 8.2 9.1 8.8 

自家産牛 5.9 6.6 6.7 

全  体 6.6 7.4 7.3 
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図１  繁殖雌牛の産次数分布（49 頭 期初） 
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(3) 繁殖雌牛の分娩数と子牛生産頭数 

すでに記述したように、繁殖雌牛の平均飼養頭数は 47.7 頭であり、その内、

導入牛は 14.6 頭、自家産牛は 33.1 頭であった。これらの繁殖雌牛が生産した

子牛は、49 頭であった。これを導入牛と自家産牛に分けてみると導入牛で 14

頭、自家産牛で 35 頭がそれぞれ生産された。年度内に２回分娩した頭数は２頭

（４月と翌２月及び４月と翌３月にそれぞれ分娩）、反対に年度内に一度も分娩

しなかった頭数は２頭であった。その結果、年度期初の繁殖雌牛の飼養頭数と

同数の子牛が生産され（表１）、該当年度に関しては、死産及び誕生後に産子が

死亡する事故は見られなかった（表３）。 

 

表３ 飼養頭数、分娩頭数及び子牛生産頭数    単位：頭 

区  分 飼養頭数 分娩数 ２回分娩 分娩なし 子牛生産 事故数 

導入牛 14.6 14 0 1 14 0 

自家産牛 33.1 35 2 1 35 0 

合  計 47.7 49 2 2 49 0 

 

 

 (4) 授精回数と分娩間隔 

2020 年度は延べ 49 頭が分娩しその平均授精回数は 1.86 回（受胎率 53.8％）

であった。これは、2019 年度成績（平均授精回数；1.53 回、受胎率 65.4％）、

2018 年度成績（平均授精回数；1.7 回、受胎率；59％）、その前３年間の成績（平

均授精回数；1.56 回、受胎率；64.5％）と遜色ない、あるいはやや劣る成績で

あった（小川、吉沢 農業研究 32、33 号 2019，2020）。 

受胎に要した受精回数は 49 頭中 27 頭が１回目の受精で受胎し（55％）、３

回目までの授精で 90％が受胎した。一方、５回目の授精で受胎が３頭（６％）、

７回目の受精で受胎が１頭（２％）によって全体の成績を引き下げる結果となっ

た（図２）。 
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 分娩間隔については、近年は農場が目標としている１年１産をほぼ達成して

いる中で、当該年度は 379 日であり１年（365 日）を 14 日超えた。この内、妊

娠期間が 288 日で当初に想定していた妊娠期間 285 日より３日長かったので、

その分は技術的と言うより生理的な現象でもあることからこの日数分を差し引

くと１年１産の目標より 11 日多かったことになる。分娩間隔の累計を見ると

365日までに29頭が（62％）分娩していた一方で、386日～405日で３頭（６％）、

406 日以上が８頭（17％）あり、これらが牛群全体の平均分娩間隔を長くした

（図３）。家畜改良増殖目標（2020 年３月）現在では分娩間隔は現在が 
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13.2 ヵ月（400 日）、目標値 12.5 ヵ月（380 日）となっているが平均値は目標

値とほぼ同程度であった。 

 空胎日数が 80 日以内であれば、計算上は１年１産が期待できる。当該年度に

おいては、経産牛延べ 47 頭の平均空胎日数は 90.6 日、その内、空胎日数 80

日以内は 31 頭（66％）であった。一方で、空胎日数 121 日以上が９頭（19％）

であったことは全体の空胎日数を 68.5 日から 90.6 日に大きく引き延ばす結果

となった（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）子牛の生産と販売 

 (1) 子牛の生産 

 当該年度に生産された子牛 49 頭を雌雄別にみると、雄子牛は 23 頭（47％）、

雌子牛は 26 頭（53％）であった。生時体重の平均は 31.9kg、雌雄別では雄子

牛、雌子牛、それぞれ 32.3kg、31.5kg で大きな差異はなかった。生時体重が

25kg 以下の低体重子牛は雄子牛２頭、雌子牛０頭であった。例年のデータでは

低体重子牛の多くは雌子牛で散見されてその後の発育遅延が問題となるケース

が多かった。今年度はむしろ雄子牛で低体重の子牛が２頭認められたことから、

それらについては今後の発育状況に注視が必要である（表４）。 
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表４ 雌雄別頭数と平均産時体重の比較 単位：頭、kg、頭 

区  分 頭 数  平均産時体重 25kg 以下 

雄子牛 23 32.3 2 

雌子牛 26 31.5 0 

全体 49 31.9 2 

 

(2) 子牛の販売 

 全農茨城県本部家畜市場における１頭当たり取引額の動向は、2019 年 12 月

をピ－ク（雌雄全体で 77.4 万円）にその後は漸減し、翌年度の４～５月に底値

（５月の 58.8 万円）を示した後は回復傾向となり、2020 年 12 月には１年前の

同月の取引価格を超えた（全体で 78.7 万円）。2020 年４～５月の取引価格低下

は新型コロナウイルス感染で初めての緊急事態宣言が 2020 年４月７日付けで

発令された等の影響が大きかったと推察される（図５）。 
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農林水産省が発信した資料に、肉用子牛価格の推移について以下のような記

述があった。「肉用子牛価格は、平成 24 年度以降、繁殖雌牛の減少による子牛

の分娩頭数減少及び枝肉価格の上昇に伴い上昇」、「令和２年２月以降、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による枝肉価格の低下に伴い低下したが、枝肉価格

の上昇に伴い回復となっている」（農林水産省畜産局 畜産・酪農をめぐる情報 

2021.9） 

更に、もう少し長い期間における動向について以下の記述がみられた。「繁

殖雌牛の飼養頭数は、2010年をピークに減少していたが、2016年から前年に比

べ、増加傾向で推移」、（農林水産省 畜産・酪農に関する基本的な事項 2021.9）、

「肉用牛繁殖雌牛の頭数は、2010年の68万４千頭をピークに2015年には58万頭

まで減少（▲約10万頭）したが、各般の生産基盤強化対策の実施により、2016

年から増加傾向で推移しており、2021年は63万３千頭」、「肉専用種雌のうち

繁殖に仕向けられる頭数割合は、2013年度を底に増加傾向で推移しており、2020

年度では40％を超えた」（農林水産省 畜産・酪農をめぐる情勢 

2021.9）。 

該当年度に農場が家畜市場へ出荷した子牛は雄子牛 24 頭、雌子牛 24 頭の合

計 48 頭であった。出荷対象の子牛は 2019 年６月頃から 2020 年５月頃に生まれ

た子牛である。出荷頭数が 48 頭であるから月平均の出荷頭数は４頭であるが

色々の要因が絡んで月毎の出荷頭数にバラツキが生じることになる。2020 年度

については５月出荷が最も多くて９頭、次に４月出荷が８頭であり４月と５月

の２カ月で 17 頭の出荷は年間出荷頭数の 35％に当たる。４月及び５月の市場

取引価格が底値あるいはそれに近い価格であったことから年間の合計取引額を

引き下げる方向に大きな影響を与えることになった。さらに最近の数年間は、

雄子牛の割合が比較的多い傾向であったが、2020 年度は雌雄同数となったこと

から、頭数が 48 頭と多かった割に総販売額は抑制された（約 2,831 万円）。こ

の総販売額は、2019 年度の 42 頭（雄子牛 23 頭、雌子牛 19 頭）出荷での 2，763

万円であったより 68 万円多かったものの、2018 年度の 47 頭（雄子牛 32 頭、

雌子牛 15 頭）出荷での 3，298 万円より 467 万円も低額であった（表５）。 
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表５ 2018～2020 年度の子牛出荷実績の比較 

年 度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

項 目 頭数 単価 総額 頭数 単価 総額 頭数 単価 総額 

単 位  頭 万円/頭 万円  頭 万円/頭 万円 頭 万円/頭 万円 

雄子牛 32 72.0 2,305 23 75.0 1,725 24 66.7 1,602 

雌子牛 15 66.2 993 19 58.3 1,038 24 51.2 1,229 

合 計 47 － 3,298 42 － 2,763 48 － 2,831 

 

子牛の雌雄を人工的に調整する性判別受精卵の移植や性選別した精液の利

用技術はすでに実用化されていることから、これらの技術を導入した場合に想

定される問題、例えば経費の増加や受胎率低下が許容範囲に収まるか、あるい

は全体に制御が広く行われた場合に従来の手法に留まって受胎率向上によって

頭数増をねらう場合にどのような影響を受けるのか等、事前の検討が必要であ

ろう。 

 2020 年度に生産された子牛は幸いにも死産や生後死亡の事故が無く、2020

年度内に出荷された内の８頭（2020 年４月～６月生まれ）は出荷された。その

前に生まれて2020年度に出荷予定の期間であった2019年６月～2020年３月に

は死産が２頭及び生後の死亡が１頭あり、出荷頭数が予想より３頭の減少で

あったことも総額を抑える結果となった。これら死産と死亡の３頭については

前報に記述した（小川、吉沢 農業研究 33 2020）。周産期のトラブルを予防す

るための技術も実用化されており、その経費に見合った効果が得られるかにつ

いて検証は求められるが可能な限りの事前防止は必要であろう。 

 

３）飼料作物の栽培と放牧 

 気象庁のホームページによると 2021 年５月に過去の平均気温等の数値が

1980 年～2010 年の 30 年間から 1990 年～2020 年の 30 年間に変更となった。今

までにつくば市舘野のデータを参考にさせて頂いていた（小川、吉沢 農業研
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究 27号 2014）こともあり、過去 30 年間の平均値が以前と今回でどの程度の

差異があるかを比較すると各月の平均気温の平均値は 13.8℃から 14.3℃の

0.5℃上昇していた。最高気温の平均値も最低気温の平均値も新たな過去 30 年

間の平均値はいずれも 0.5℃の上昇となっていた（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験農場内の飼料生産圃場は、過去十数年を遡った範囲内で、最も広かった

のは採草地が 12.35ha、放牧地が 6.3ha で合計 18.65ha であった。その後に、

採草地が 2015 年度から 9.15haへ、2018 年度から 8.10haへと減少し、2020 年

度は２番草の収穫以降は採草地としての利用は終了した。2020 年度に限ってみ

ると、採草地では１～２番草をロールベールに調製した。ロール数は前年度の

2/3程度（397個）であった（表６）。 
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図６ 新たに定められた過去 30 年の月別の平均、日最高、日最低温度 

  （つくば市舘野、気象庁）（2021 年版：1990～2020 年度の平均） 
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表６ 採草地面積とロール調製個数 

年  度 採草地面積（ａ） ロール数（個）※ 

2014 1,125 1,115 

2015 945 813 

2016 1,095 719 

2017 810 816 

2018 810 675 

2019 810 682 

2020 810 397 

 

 

 

放牧地については、6.3ha になって以後に面積の変更はなく、2020 年度の延

べ放牧頭数（１日の放牧頭数×放牧日数/年）は 5,219 頭・日であった。頭数は

繁殖雌牛群の頭数を基本として、分娩前に牛群を離れて分娩房に移動してから

分娩を経て子牛と同居しながら哺乳し、子牛と離れて牛群に戻るまでの期間が

放牧頭数の減少となる。牧草の生育状況を見ながら放区を順番に輪換し、ある

いは放牧を休止して草勢回復を図ることもあった。延べ放牧頭数・日を放牧日

数で割って求められる放牧頭数（頭/ha）は適正な範囲が望ましいであろう（表７）。  

 

表７ 最近７年間の放牧実績 

年度 放牧面積 放牧日数 延べ放牧頭・日数 放牧頭数 

単位 ａ   日 頭・日/年 頭/ha 

2014 630 97 4,829 7.9 

2015 630 118 5,333 7.2 

2016 630 122 5,340 6.9 

2017 630 147 6,995 7.6 

2018 630 144 5,569 6.1 

2019 630 148 5,676 6.1 

2020 630 130 5,219 6.4 

※収穫調製は１～３番草の合計（2021 年版：1990～2020 年度の平均） 

 但し、2020 年度は 1～２番草の合計 
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今までの多年生牧草を利用した放牧用牧草地は、基本的にオーチャードグラ

スを主体とした混播牧草地であった。今後、農場内の限られた放牧用牧草地を

有効活用するのにより適した草種と品種が求められることからその検討を行う

ために、一般社団法人 日本草地畜産種子協会 飼料作物研究所研究部長 上山泰

史氏を講師として農場にお招きして農場関係者を対象とした勉強会を実施した

（2021 年７月）。 

 特に今回の勉強会で指摘されて改めて確認できた点としては、① 放牧に適し

た草種は混播の状態で評価することは難しいことから、単播した牧草地の状態

で評価する、② 牧草によって禁牧すべき季節があり、その期間の禁牧を厳守す

る、③ 実験農場が立地する南関東の平場では夏期高温の影響が益々厳しくなる

と予想されることから、牧草地が疲弊した場合に追播によって１年でも継続す

る、言わば延命が期待できる草種についても事前に検討しておくこと等、であっ

た。これらの検討によって、年間の延べ放牧日数（放牧頭数×日数）をどの程

度増加できるか、並びに疲弊した牧草地に牧草を追播することによって更新を

遅延して放牧地利用年度を延ばすことができるかについて、情報収集すること

とした。 

2021 年秋期の更新に当たっては、オーチャードグラスは品種名＇アキミドリ

Ⅱ’を、トールフェスクは品種名、＇ウシブエ’をそれぞれ利用することとし、

フェストロリウムは品種名＇那系１号’の越夏性に焦点を絞って試験栽培する。

なお、フェストロリウムの播種については（一社）日本草地畜産種子協会のご

支援を頂いて実施することにした（写真１～３、本稿の末尾に掲載）。 

 

４）牛ふん堆肥の生産量と利用量 

 牛ふん堆肥については、牛舎内で飼養中の繁殖雌牛と子牛が排泄したふん尿

の全量と敷料であるおが屑（2020 年度の購入量；472ｍ３）が堆肥の原料となっ

た。パドックが併設されているフリーバーンでは、飼養されている繁殖雌牛が

コンクリートのパドック上に排泄したふん尿は残食した粗飼料も合わせて回収

して堆肥の原料とした。繁殖雌牛が放牧中に排泄したふん尿は放牧地へ直接還

元されたことから堆肥原料とはならない。 

2014～2020 年の７年間に堆肥の生産量と農場で使用した使用量を表８に示
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した。生産量及び利用量いずれも 200～300 トンであった（表８）。今後、繁殖

用雌牛のふん尿堆肥の還元先が畜産部門では放牧地に限定されることから堆肥

の余剰が多くならないような対策が必要であろう。 

 

表８ 堆肥の生産量と利用量 

             単位：トン 

年 度 生産量 使用量 

2014 242.5 306 

2015 285 303 

2016 273 262 

2017 235 226 

2018 196 216 

2019 219.5 190 

2020 212 212 

 

５）飼料自給率          

 農場内で生産されたロールベールサイレージの調製量と放牧によって牛が採

食した草量を推定し、その生産量と摂取量の合計を自家産飼料の生産量とし、

購入飼料の購入量を加えた全供給量に対する割合を TDN ベースで試算した。方

法については前報に従った（小川、吉沢 農業研究 33号 2020）。購入飼料の内、

保証 TDN 含量が明示されている濃厚飼料については保証含量を基にして TDN 量

を求めた。購入粗飼料については、日本標準飼料成分表に表示されている TDN

含量を参考にして試算した（小川、吉沢 農業研究第 33号 2020）。 

 サイレージはロール数 397 個、放牧地の飼料摂取量は延べ放牧日数 5,219 頭・

日から TDN 量をそれぞれ 21.8トンと 13.6 トン、自給飼料の合計は 35.4トンと

試算した。購入飼料の内、イネ WCSについては、県内産粗飼料であることから

他の輸入飼料とは区別して試算し 2.6 トンとした。輸入粗飼料の内、子牛用の

チモシー乾草は 13.7 トン、繁殖雌牛用のイタリアンライグラスストロー及び
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オーツ乾草の合計量は 23.1 トンと試算された。輸入した濃厚飼料の内、子牛用

飼料は代用乳、人工乳、育成牛用配合飼料の合計は 30.6 トン、繁殖雌牛用の配

合飼料は4.5トンとそれぞれ試算した。その結果、輸入飼料の合計は71.9トン、

それにイネ WCSを加えた購入飼料は 74.5 トン、各飼料を合計した TDN 供給量は

109.9 トンと推定され、前年度の推定量 113.1 トンと大きな差異はなかった。 

 飼料の自給率については、いくつかの分母及び分子の組み合わせが意味のあ

る数字であると考えられる。分母については子牛用及び繁殖雌牛用の全飼料並

びにそれらの合計を分母にした場合と粗飼料の供給量を分母にした場合が考え

られる。分子については、農場産の粗飼料及びそれにイネ WCS分を加えた地域

産（あるいは県内産）に対する供給量の割合を試算した。但し、子牛用の飼料

については粗飼料も濃厚飼料も全量が輸入飼料なのでどちらの自給率も０％で

ある。 

以上の結果、子牛用飼料と繁殖雌牛用飼料に対する農場産粗飼料及び県内産

粗飼料の自給率はそれぞれ、32.2％及び 34.6％となり、前年度のそれぞれ、

38.5％及び 40.4％と比べて、6.3ポイント及び 5.8 ポイントの低下であった。

繁殖雌牛用飼料合計を分母にして、農場産飼料を分子にした自給率と農場産飼

料に県内産イネ WCSの購入分を加えて分子にした県内産飼料の自給率はそれぞ

れ、53.9及び 57.9％であった。前年度のそれぞれ、67.5％と 73.3 と比較する

と、それぞれ 13.6ポイント及び 15.4 ポイントの低下であった。子牛用と繁殖

雌牛用を合わせた粗飼料に限定した自給率については、農場産及びそれに県内

産自給率は、47.3％及び 50.8％であり、前年度のそれぞれ 55.9％、60.7％と比

較すると、8.6ポイント及び 9.9ポイントの低下であった（表９）。 
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表９ 飼料の生産量、購入量及び自給率の試算 

項  目 区   分 
自給飼料

（トン）

購入飼料 

（トン） 

飼料自給率

（％） 

農場 地域 

飼料 

供給量 

（TDN 

トン） 

採草地 サイレージ 21.8       

放牧地 放牧 13.6       

自家産粗飼料 小計 35.4       

県内産粗飼料     2.6     

輸入粗飼料 
子牛用   13.7     

繁殖雌牛用   23.1     

輸入濃厚飼料 
子牛用   30.6     

繁殖雌牛用   4.5     

輸入飼料 小計   71.9     

購入飼料 小計   74.5     

飼料 合計 109.9       

飼料 

自給率 

（％） 

子牛用飼料＋繁殖雌牛用飼料     32.2 34.6 

繁殖雌牛用飼料     53.9 57.9 

粗飼料       47.3 50.8 

 

 

 

 

 

 

 今後、採草地から生産されたロールベールサイレージがゼロになった場合、 

自給飼料は放牧地に限定されるので、そのままでは飼料自給率は大幅な減少が

見込まれる。 

 

６）子牛生産費と繁殖雌牛の飼養管理経費 

 2020 年度に支出した経費を積み上げて、飼養した繁殖雌牛の１頭当たりに要

した経費及び家畜市場に上場した子牛１頭当たりの経費を試算した。労働費に

ついては、前年度までは過去に場内で５年間に亘って調査した作業時間を参考

にして単価を掛けた数値を使用していたが、調査してから年月が経過したこと

に伴う条件の変更が考えられたことから今回は実際に支払われている給与と賃

自給粗飼料：牧草ロールベールサイレージ、混播牧草地放牧 

県内産粗飼料：茨城県内で生産されたイネ WCS（茨城町産） 

子牛用飼料：代用乳（ミルダッシュ）、人工乳（ハイパスフード 40）、 

     育成用配合飼料（名人ぐん ぐん）, 輸入チモシー乾草 

繁殖雌牛用飼料：繁殖牛用配合飼料（繁殖名人）、輸入イタリアンス 

     トロー、輸入オーツ乾草 

購入飼料は年度内購入量、濃厚飼料の TDN 量は保証値 TDN 含量を用いて算出 
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金の実績を試算の基本とした。その結果、飼料生産と家畜生産の労働費を分け

てそれぞれ試算することができない反面で、受胎が順調である場合と反対に遅

れた場合に農場内の経費が１頭１日当たりどのくらいの経費の増減につながる

かについてはより実態に近い数値となることが期待された。 

 繁殖雌牛１頭当たりの経費を試算するに当たって、基本となる飼養頭数は、

表１の年度平均頭数に示した 47.7頭である。販売した子牛１頭当たりの経費に

ついては、市場へ出荷した頭数（48頭）を基準として試算した。繁殖もと牛用

に農場内で保留した子牛がいればその分も追加することになるが今期中に保留

はなかったので出荷頭数を基準とすることに変更はない。 

支出の合計（以下、千円の位を四捨五入した万円単位で表示）は 3、280 万

円、子牛用、繁殖雌牛用の購入飼料購入費は、それぞれ、570 万円及び 323 万

円、イネ WCS 購入費と自給飼料生産費がそれぞれ 22万円と 38 万円、繁殖雌牛

の減価償却費は自家産牛 15 頭分で 123万円、家畜飼養支出 408 万円、家畜売買

関連費 289万円、給与・賃金支出 1,194 万円、等であった。 

支出合計から淘汰牛６頭の販売額とその他の収入としてソーラー発電の稼

働によって生じた余剰電力の販売代金等の収入を差し引いた 3,080万円を販売

した子牛 48頭で割った子牛１頭当たり経費は 64.2万円、繁殖雌牛の飼養頭数

47.7 頭で割って求めた繁殖雌牛１頭当たり経費は 64.6 万円、それを 365 日で

割った繁殖雌牛１頭１日当たり経費は 1，770円であった。 

なお、飼料費は年度内に購入した飼料代である。自給飼料生産費用は種子と

肥料の購入代であり労働費は全体で計上しているのでここには含まれていない。

繁殖雌牛の減価償却費について導入牛は全て償却済であり自家産牛のみ 15 頭

分を計上した。家畜飼養支出は獣医師に支払われた診療費の他に削蹄経費、敷

料代等が含まれている。家畜販売関連費には、市場手数料、子牛等の運搬経費、

家畜市場への出張旅費などが含まれている。給与・賃金支出は非常勤を含めた

農場職員に支払われた給与・賃金であり、法定福利費、退職給付引当金は除い

た。その他の支出として、光熱水料費、会議経費、資料（雑誌）代が含まれて

いる。 以上の収入・支出を基にして５点については以下のように試算した（表

10）。 
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表 10 農場における経費と繁殖雌牛１頭当たり及び販売子牛１頭当たりの経費（試算） 

項    目 頭 円 円/頭 備        考 

繁殖雌牛平均飼養頭数    47.7       

子牛の家畜市場販売頭数  48     雄子牛 24 頭 雌子牛 24 頭 

保留頭数           0       

淘汰牛の販売等の収入     6 1,993,765   淘汰６頭、その内孕み販売３頭 

子牛用飼料購入費   5,701,609   代用乳、人工乳、育成配合等 

繁殖雌牛用飼料購入費   3,233,190   
繁殖用配合、イタライストロー、

オーツヘイ 

茨城県内産イネ WCS 購入費   223,080   イネ WCS のロール 30 個分 

自給飼料生産費用   380,103   種子・肥料代 

繁殖雌牛の減価償却費   1,233,130   自家産牛 15 頭分 

家畜飼養支出   4,079,998   診療費、削蹄経費、敷料代、他 

家畜売買関連費   2,887,690   市場手数料、子牛等の運賃等 

給与・賃金支出   11,936,415   
法定福利費、退職給付引当金、旅

費を除く 

その他   3,127,034   光熱水料管理費、会議費・資料費 

支出計   32,802,249     

同（淘汰牛販売収入等控除）   30,808,484     

販売した子牛１頭当たり生産費     641,843 出荷子牛 48 頭 保留 0 頭 

繁殖雌牛１頭当たり経費     645,880 平均飼養頭数 47.7 頭 

繁殖雌牛１頭１日当たり経費     1,770   

 

① 収支について：子牛販売額の合計は、表５による 2,831 万円である。淘

汰牛販売収入を除いた支出計が 3,081万円であったことから、2020 年度

は 250万円の赤字であった。 

② 販売した子牛１頭当たりの生産費：支出の合計から淘汰牛の販売額、余

剰電力他の収入を差し引いた金額を農場の年度内に実質的な支出合計と

して、子牛の販売頭数を分母として１頭当たりの生産費とした。今年度

の１頭当たりの生産費は 641,843円と試算された。 

③ １頭当たり生産費を基準として：基準を上回ったのは雄子牛 14頭と雌子

牛５頭、基準を下回ったのは雄子牛 10 頭と雌子牛 19 頭（いずれも 24頭

中）であり、子牛の雌雄の差は大きかった。 
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④ 繁殖雌牛１頭当たり管理経費：①と同様に実質的な支出合計を分子とし

て、平均飼養頭数を分母として１頭当たりの経費とした。今年度の１頭

当たり経費は 645,880円となった。 

⑤ 繁殖雌牛１頭１日当たり経費：④で求めた１頭当たり経費を分子、365

日を分母として、１頭・１日当たりの経費を求めた結果、1,770円/頭・

日が得られた。この数値は昨年度の試算値 1,350 円より 420 円の増で割

合としては約 30％の増加となった。 

 

 子牛１頭当たりの生産費及び繁殖雌牛１頭当たりの経費は前年度より大幅に

増加した。これは前年度までの労働費の算出方法を実情に即した給与・賃金支

出に変更したことに伴う計算上の影響が大きく、実際の労働時間等に大きな差

異があった訳ではない。今後の自給飼料生産・利用が放牧に限定されることか

ら、粗飼料の購入を増加せざるをえないが、それがどのような条件であれば経

営へどのような影響を及ぼすかを解明する問題とともに、耕畜連携の中で特に

園芸と畜産の連携についての新たな展望が期待されるところである。 

 なお、’おわりに’でも触れるが、日本農業研究所の実験農場については継

続されるが、農場における諸作業は株式会社つくば良農に移行されることに

伴って期末（2021 年３月 31 日）付けで農業機械や家畜の所属が移行された。

それに伴う金銭面での動きについては本計算から除外している。 

 

７）ＥＴ産子から育成された繁殖雌牛の繁殖成績 

 実験農場では 2006～2010 年度に農研機構 畜産草地研究所（当時の組織名称、

現在の組織名は国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 畜産研究部

門）との間で協定研究が実施された。その成績については、2010 年に発行の農

業研究第 23号において「ウシ体外受精胚由来栄養膜小胞と胚との共移植が受胎

率に及ぼす影響」が掲載された（下司、橋谷田、小川 2010）。その後、2016

年発行の農業研究第 29号「自給飼料を利用した和牛繁殖の実証的調査研究（４）」

の中で、「３．ＥＴ産子から育成された自家産繁殖牛の子牛生産実績」の項にお

いて、それまでの繁殖成績等について報告した（小川、吉沢 農業研究第 29

号 2016）。本稿では、ＥＴ（受精卵移植）によって生産され育成された繁殖雌
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牛の現在の飼養頭数、2020 年度までの繁殖成績や生産した子牛数等について報

告する。 

 協定研究において生産されたＥＴ産子は 13 頭で、その内、雌産子は９頭であ

り、そのすべてを保留して繁殖用に飼育した。2020 年度末時点で９頭中４頭が

淘汰されたが、残りの５頭は飼養されている。淘汰した４頭については最終産

次数、現存の５頭では最も直近の分娩における産次数についてそれらを平均し

た結果 10.2 産次であった。雌雄別の産子数は、雌子牛 45 頭、雄子牛 46 頭でほ

ぼ同数であり、この他に雌雄不明（記録がなかった）死産が１頭あり、分娩回

数に対する生存子牛の割合は 99％であった。初産から 2020 年度末までの分娩

について、平均受精回数は 1.4 回（平均受胎率 71％）、初産日齢は 756 日、経

産牛の分娩間隔は 354日であった。以上の数値の内、初産日齢は目標とされる

２年（730 日）より 26 日多かったが、分娩間隔は１年（365 日）より 11 日短かっ

た。当時の家畜改良増殖目標における肉用牛の繁殖能力に関する数値は、初産

月齢が当時の時点で 24.5カ月、10 年後（2020 年）の目標を 23.5カ月としてい

た（農林水産省 家畜改良増殖目標 2010）。当時の数値（745 日）より 11 日

長かったことになる（表 11）。 

 

表 11 ET によって生産された繁殖用雌牛の子牛生産実績 

名 号 
受精卵

（父）
現存

産次数

（産次） 

♀子牛

（頭）

♂子牛

（頭）

授精回数

（回） 

初産日齢 

（日） 

分娩間隔 

（日） 

農-18 平茂勝  10 6 4 1.5 771 354 

農-19 平茂勝 〇 13 5 7 1.3 725 360 

農-20 大船 7  7 4 3 1.4 870 346 

農-21 福栄 〇 12 6 6 1.7 768 352 

農-23 大船 7  9 6 3 1.4 721 351 

農-24 大船 7  11 3 8 1.2 721 351 

農-25 大船 7 〇 10 5 5 1.2 833 345 

農-26 百合茂 〇 10 5 5 1.7 719 365 

農-28 福栄 〇 10 5 5 1.6 673 361 

計/平均 ９頭 5/9 10.2 45 46 1.4 756 354 

 現存欄の〇印は現存を、最下段の 5/9 は９頭中５頭が現存していることを示す。 

産次数：2020 年度末現在までの産次数及び淘汰牛については淘汰までの産次数。 
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2007 年に発行された農業研究第 20 号によると、農場において供試牛（調査

した頭数）31 頭の初産日数は 765 日、産次が２～４産次の延べ 60 頭について

調査した分娩間隔は平均 374日、種付け回数は 2.28回と報告されている（小川 

農業研究第 20号 2007）。この数字と比較した限りでは、ＥＴ産子の繁殖成績

は農場全体と比べて同等あるいはそれ以上であったと思われる。生産された子

牛の内、２頭は繁殖雌牛として農場内に保留され飼育され子牛生産が始まって

おり、その他は 10 か月齢頃になると家畜市場に順次上場されて ET産子の繁殖

雌牛は農場内の繁殖雌牛群の一角を占めてきた。 

農業研究第 23 号において投稿した前回の論文を共同で執筆して頂いた下司

雅也氏（現 一般社団法人家畜改良事業団家畜改良技術研究所所長）及び橋谷

田豊氏（現 石川県立大学生物資源環境学部、教授）に改めて謝意を表します。

また、本協定研究の道を最初に開いて頂いた元畜産草地研究所 育種繁殖研究部

長 故塩谷康生氏と本協定研究全般においてご指導を頂いた同研究所で塩谷康

生氏の後任であった永井卓氏に謹んで謝意を表します。 

３ おわりに 

 実験農場では、自給飼料生産に軸足を置きながら子牛生産の肉用牛飼養につ

いて資源循環型を基本として行い、家畜市場への上場を通して県内だけでなく

その一部は近県にも子牛を提供してきた。 

 その中で、繁殖雌牛は放牧やフリーバーンで比較的自由な環境での飼養管理

方式であったことに加えて、分娩後に早期に子牛分離を行うことで母牛の発情

回帰を早める繁殖面での改善効果もあったと思われる。人工授精師職員の功績

も大きかった。一方で、母子牛の早期分離は母牛のメリットとトレードオフの

関係にあり、子牛にとっては幼齢期にストレスを与えかねないと言うデメリッ

トが危惧され、市場における子牛評価に大きな影響を与える子牛の体重増加に

関しては常に課題があった。そのため、親子分離の時期については、当初は１

週間程度と言う極端に短い時期もあったが、その後は分娩房の設置数の範囲内

ではあるが若干の延長も行われてきた。今後の繁殖雌牛の飼養頭数にもよるが、

分娩房に余裕ができた場合には、分娩予定の母牛を分娩房へ移す時期を早めて、
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さらに日本飼養標準に準じた分娩前の増し飼い日数を確保することを含めて母

牛を分娩房で飼養する期間を長くすることはチャレンジすべき課題と思われる。 

 放牧については、ICT を活用した高収益な子牛生産が注目され、周年親子放

牧がキーワードとなった成果が発表されている（山本義人、他 2021）。なかで

も、放牧牛自動体重計測システム等は農場では繁殖牛の体重測定は行っていな

いが本来は必要であり参考になる取組みではないかと思われる。 

 自給飼料生産については、採草地を利用した牧草生産とサイレージ調製が今

年度で終了したことから、次年度以降は専ら放牧地における放牧が中心となる。

より効果的な放牧のために放牧地における強害な外来雑草対策が解決すべき喫

緊の課題であり、植物体の結実状況から大量な種子が広まっていると思われ、

長年月の取組みが必要と思われる。さらに、南関東に位置する農場に適した草

品種についても地道な検証が必要な状況である。 

 ところで、本稿は 2020 年度の成績を中心にして主な農場成績を取りまとめた

が、2021 年４月以降は、’はじめに’で紹介した農場職員は株式会社つくば良

農へ異動となり農場における管理作業はつくば良農が行うことになった。新し

い視点での取り組みと情報発信が期待される。 
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写真１ 繁殖雌牛の放牧 
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写真２ 更新作業（播種作業の様子） 

写真３ 更新草地（播種後の様子） 
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